
『たかがニオイ、されどニオイ』　　

【導入】

みなさん、「畜産」と聞くと何を思い浮かべるでしょうか。

どこまでも続く広い牧場、それともたくさんの家畜たちでしょうか。

しかし、近年注目されている畜産農家は一味違います。

それは「都市型畜産業」。

様々なメリットから都市の近くで行われる畜産業に、期待が集まっています。

(間)
しかし、ここに「臭い」という問題が立ちはだかります。

「畜産業では臭いの問題はついて回るもので、これが特に大変。

近隣住民に理解してもらえないと肩身が狭いんだ。」

「だけど、動物を相手にする以上、臭いはどうしても発生してしまう。」

先日牧場を訪れた際、畜産農家のこんな声を聴いたのです。

彼らと近隣住民がともに歩む。そんな方法はないのでしょうか。

本弁論では、都市型畜産業における「臭いの問題」の現状と、その解決について訴えます！！

【現状】

そもそも 都市型畜産業とは、都市近郊で行われる、小規模な畜産業のことを指します。
これらの畜産農家のほとんどは、周囲1キロメートル以内に住宅街があり、地域住民との距離が
近い という特徴があります。
現在、このような畜産農家は、東京都内だけでも、300戸存在しています。

そして、この都市型畜産業には、大きく二つのメリットが存在します。

一つ目は、消費地に近い、という点です。

これにより、商品の輸送にかかる時間を減らし、なるべく早く消費者の元へ届けることができま

す。

そのため、都市の自治体は、安心で品質の高い乳製品などを届けることを目的として、都市型畜

産業を推奨しています。

二つ目は、廃棄食糧の解決につながる、という点です。

現在、都市の食品生産の過程などで発生する、膨大な廃棄食糧が問題となってます。

その解決につながるのが廃棄食糧を加工し、家畜のえさとする、エコフィード、という取り組みで

す。

この取り組みは、加工施設の確保とそこから牧場への輸送コストが課題でした。

しかし、都市型畜産業では加工施設が近く、輸送コストを抑えられるため、エコフィードが盛んに

取り組まれているのです。

こうしたエコフィードは年間108万トン生産されており、都市型畜産業では神奈川県のブランド牛
である「葉山牛」がこれを使って生産されているのです。



こうしたメリットから、都市型畜産業は様々な自治体で後押しされており、近年ますます盛んに

なっています。

例えば東京都では、「東京都畜産振興プラン」で奨励されています。

このプランでは、農場の設置や流通経路の構築、さらには商品のPR方法やブランド化まで、
様々な支援が行われています。

このように都市型畜産業は、今後の畜産と都市の共存の可能性を秘めています。

（間）

しかし、都市型畜産業は、一つの大きな課題を抱えています。

それが、臭いです。

この臭いは、500ｍから１km先まで届くため、都市のように近くに住宅がある場合、到達してしま
うことが多いのです。

これにより、近隣住民が、窓を開けられなくなるだけでなく、吐き気や頭痛、食欲不振などの健康

面にも影響が及ぶことがあります。

実際、畜産業の中でも、都市型畜産業は、臭いに関する苦情件数が多いのが現状です。

西部保険衛生所によると、畜産業に寄せられる苦情のうち、約35％が都市型畜産農家に対する
ものとなっており、今後も都市地域での、苦情が増加すると分析されています。

このような苦情に対応できず、廃業してしまった畜産農家も存在します。

愛知県の長久手市では

6戸あった都市近郊の畜産農家のうち、
５戸が 排せつ物処理の設備投資を諦めて、
廃業することになってしまいました

このように、様々なメリットを兼ね備えていても、都市型畜産業は「臭いの問題」ひとつで、廃業し

てしまう可能性もあるのです。

以上をまとめると、日本では都市型畜産業と呼ばれる、都市近郊で行われる畜産業が存在し、

消費地との近さや廃棄食糧の活用など、様々なメリットがあります。

しかし、臭いの対策が大きな課題となっているのです。

【問題点】

作る側と消費する側の距離が近く、新鮮で魅力的な食品が手に入る。

都市型畜産業は、畜産業と私たちが住む都市の、共存の可能性を秘めています。

（間）

しかし、ここで現れる「ニオイ」という壁。

もっとおいしいものを近くで提供したい、もっと畜産業を好きになってもらいたい。

そんな畜産農家の努力が、畜産業の新たな可能性が、ついえてしまう。

たかが「ニオイ」とはいえど、決して無視できるものではありません。

臭いの対策に、不安を抱えながら経営しなければならないこの現状。

畜産業の新たな可能性を絶やさないためにも、今、手を打たなければならないのです。

【理念】



私の理想は、都市においても畜産業を行うことができる社会の実現です。

そのためには、都市型畜産業の”臭い問題”に対して、新たに対策を行う必要があります。
そうすることで、消費者も生産者もたくさんのメリットを享受できる、そんな明るい未来が待ってい

るのです。

(ここも一息！)

【方向性】

では、都市型畜産業が、地域住民と共存するにはどのようにすればよいのでしょうか。

現在、臭いの原因となる排せつ物の処理は、家畜排せつ物法によって定められ、都市型畜産農

家のほぼ100%がこれを守っています。

では、なぜ、臭いに関する苦情が発生しているのでしょうか？

それは、この法律が臭いではなく、衛生面を取り締まるものだからです。

この法律では、排せつ物の適切な処理が義務付けられ、施行後には　排せつ物の放置、垂れ流

しといった　不衛生な処理方法が9割減りました！

しかし、都市型畜産業では、

畜産農家と近隣住民の距離が近い、家畜の臭いに慣れていない人が多い、といった問題がある

ため、

衛生面だけでなく、より進んだ悪臭対策が求められるのです。

実際、このことは　におい・かおり環境協会からも指摘されています。

そのため、都市型畜産農家には臭いに特化した、新たな基準を定める必要があるのです。

【プラン】

そこで、私は1点のプランを提案します！
それは、家畜排せつ物法に、都市型畜産業の臭いに関する条項を追加することです。

具体的には、

床の敷料を2〜3週間に1回交換すること、においを減らすネットの設置といった、悪臭対策や環
境の整備などの条項を加えることとします。

この条項にあるような対策を行った結果、ある畜産農家では近隣住宅と30mほどしか離れていな
いのにもかかわらず、それまで定期的に発生していた苦情を数年に一度まで抑えることができた

のです。

しかし、畜産農家は、こうした対策を行う際、多額の費用の負担がかかります。

実際、全日本　畜産経営者協会のアンケートでは、

約7割の畜産農家が、排せつ物処理の投資コストが高いことを不満、と回答しており、
大きな負担となっているのです。

そこで補填プランを提案します！

それは、都市型畜産農家の悪臭対策に、追加で補助金を給付することです。

現在、畜産の悪臭対策を行う場合、最大で費用の二分の一の補助金が交付されています。

しかし、この費用の補助は、現行法に沿った対策が想定されています。



そのため、新たに臭いの対策が必要な都市型畜産農家には、さらなる費用が必要となるので

す。

そこで、都市型畜産では対策費用を 四分の三まで補助することとします。

実際、都市型畜産の盛んな、愛知県半田市では、最大で四分の三の費用補助を行うことで、

新たな悪臭対策に取り組めるようになりました。

例えば、消臭剤を購入できるようになり、排せつ物処理の際に漏れ出る臭いを、抑えることがで

きるようになりました！

この結果、市内のほぼ全ての畜産農家が、苦情対応の基準となる、臭気指数15を下回り、大幅
な悪臭の減少につながったのです！

この政策により、畜産農家が少ない負担で対策を実行し、畜産農家と住民が良好な関係を築き、

共存することができるのです。

【締め】

食卓に並ぶお肉に卵、牛乳。

それらを作る過程で発生する臭いを抑えるために、汗水を流す畜産農家の方々がいます。

臭いの問題が解決され、都市型畜産業が

地域住民からの応援に応え、

発展していく。

そんな姿に私は期待したい！

都市型畜産業と、日本の畜産業の明るい未来の実現を願って、

本弁論を終了させていただきます。

ご清聴ありがとうございました。


